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支配株主等に関する事項について 

１．支配株主等の商号等                      （平成 23年 3月 31日現在） 

商号 属性 
議決権所有割合（％） 株式が上場されている 

金融商品取引所等 直接所有分 合算対象分 計 

中部電力株式会社 親会社 52.2 － 52.2 

東京証券取引所  市場第一部 

大阪証券取引所  市場第一部 

名古屋証券取引所 市場第一部 

２．支配株主等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と支配株主等との関係 

① 当社は、中部電力株式会社を中核とする中部電力グループに属しており、同社の連結子会社であり

ます。中部電力グループは、電気事業を核として、エネルギー事業、情報通信事業、建設業、資機材

の製造等の事業を展開しております。 

当社は、中部電力株式会社から配電線新増設工事及び修繕工事等を受注・施工し、電気の安定供給

という同社の重要な事業の一端を担っております。当期における当社の売上高に占める同社の割合は

52.4％であります。 

また、当社は、安定的な資金運用を行うため、運用する資金の極度額を設定した上で、中電グルー

プ・キャッシュ・マネジメント・サービスを利用しております。同サービスへの資金の預け入れ利率

は、市場金利を勘案して合理的に決定しております。 

人的関係におきましては、中部電力株式会社の取締役専務執行役員 1 名が当社の取締役（非常勤）

に就任しているほか、同社からの出向者 22名を受け入れております。 

② 中部電力株式会社は当社の議決権の 52.2％を所有しておりますが、当社が事業活動を行う上で、同

社からの制約事項はありません。当社は、経営情報の交換、人材の交流等によるグループメリットを

活かすとともに、経営資源を最大限に活用し、業績の向上に努めております。また、同社は安定した

事業展開を行っており、当社が中部電力グループの一員であるということが当社の信用力を高め、中

部電力グループ外の企業への営業活動の際に有効に働き、当社の業績に寄与していると認識しており

ます。 

③ 当社の中部電力株式会社に対する売上高比率は高いものの、当社は独自の研究開発、営業、設計、

施工を行う総合設備工事業を営んでおり、事業活動及び経営判断については、当社の責任のもとに意

思決定し業務を執行しております。また、当社は、中部電力グループ外の企業への営業活動を積極的

に展開し、中部電力グループ外の企業に対する売上高比率を高めるよう努めております。 

このように、当社は、中部電力株式会社から事業上の制約を受けることなく独自に事業展開を行っ

ており、一定の独立性が確保されているものと認識しております。 



 

３．支配株主等との取引に関する事項 

（自 平成 22年 4月 1日 至 平成 23年 3月 31日） 

属性 
会社等の名称 
（住所） 

資本金 
(百万円) 

事業の内容 
議決権の所有
(被所有)割合 

関連当事者との関係 

役員の 
兼務等 

事業上の関係 

親会社 
中部電力株式会社 

(愛知県名古屋市) 

430,777 電気事業 
被所有 

直接 52.2％ 

兼任 1名 

転籍 6名 

工事請負 

商品販売 

取引の内容 
取引金額 
（百万円） 

科目 
期末残高 
（百万円） 

電気工事の受注 84,356 
完成工事未収入金 

未成工事受入金 

10,659 

329 

商品売上 481 未収入金 42 

（注）取引金額は消費税等を含んでおらず、期末残高には消費税等を含んでおります。 

 

４．支配株主等との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 

当社は「支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針」に基づき、配電

線工事については、中部電力株式会社に対して当社希望価格を提示し、価格交渉のうえ取引金額を決定

しております。また、その他の工事請負及び商品販売については、一般取引条件と同様に決定しており

ます。 

なお、中部電力株式会社との重要な契約の締結については、その都度、経営会議及び取締役会で審議

し、親会社以外の株主の利益を阻害していないことを確認しております。 

以 上 


